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(57)【要約】
【課題】鉄筋内蔵コンクリート充填鋼管を連結するにあ
たり、その内部の鉄筋の継手形成が容易に行え、かつ構
造も簡単な鉄筋内蔵コンクリート充填鋼管の接続構造を
提供すること。
【解決手段】鋼管内の中空に軸方向に鉄筋５を挿入し、
コンクリートが充填状態にされる鉄筋内蔵コンクリート
充填鋼管１Ｕであって、前記鋼管内における少なくとも
一方の開口２ｄ付近には、当該開口２ｄを閉塞するよう
にリング板３が固着され、リング板３は、その環状部３
１に鉄筋５ｓを通す複数の通し孔３２が形成され、リン
グ形状となるための中央孔３０は、コンクリート鋼管内
に生コンを流し込むためのものである。鋼管同士を軸方
向に連結するにあたり、リング板３の通し孔３２を介し
て自己鋼管１Ｕの鉄筋５ｓを通すだけでなく相手方鋼管
１Ｄの鉄筋５ａをも通す。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鋼管内の中空に軸方向に鉄筋を挿入し、コンクリートが充填状態にされる鉄筋内蔵コン
クリート充填鋼管であって、
　前記鋼管内における少なくとも一方の開口付近には、当該開口を閉塞するようにリング
板が固着され、
　当該リング板は、その環状部に前記鉄筋を通す複数の通し孔が形成され、リング形状と
なるための中央孔は、前記コンクリート鋼管内に生コンを流し込むためのものであること
を特徴とする鉄筋内蔵コンクリート充填鋼管。
【請求項２】
　前記複数の通し孔は、２つ一組の複数組とされ、
　前記２つ一組の孔のうちの一方の孔は、鋼管に予め設けられる鉄筋が挿通される孔とさ
れ、
　他方の孔は、鋼管同士を複数軸方向に連結して鋼管柱にする際に、自己鋼管に対する相
手方鋼管の鉄筋が挿通される孔であり、当該孔に対応して前記相手方鋼管の鉄筋は予め配
置され、
　各鋼管の鉄筋は、鋼管よりも長寸とされ、かつ鋼管の前記一方の開口に対する他方の開
口から突出された状態で鋼管に取り付けられ、
　当該突出した部分が、相手方鋼管の前記他方の孔に挿入されるように、鋼管及び鉄筋の
長さ寸法並びに鋼管内における前記リング板の取り付け位置が設定されていることを特徴
とする請求項１に記載の鉄筋内蔵コンクリート充填鋼管。
【請求項３】
　前記一方の孔に挿通される自己鋼管の鉄筋は、当該鉄筋の前記リング板への挿通量を定
める挿通量設定具を有することを特徴とする請求項１又は２に記載の鉄筋内蔵コンクリー
ト充填鋼管。
【請求項４】
　請求項３に記載の鉄筋内蔵コンクリート充填鋼管を複数軸方向に連結状態で接合する鉄
筋内蔵コンクリート充填鋼管の接合方法であって、次の（イ）～（ニ）のステップからな
る鉄筋内蔵コンクリート充填鋼管の接合方法。
（イ）鉛直方向における相対的位置で下方に配置固定される鉄筋内蔵コンクリート充填鋼
管を鉛直方向に立てるステップ。
（ロ）下方に配置固定される鉄筋内蔵コンクリート充填鋼管の上方から別の鉄筋内蔵コン
クリート充填鋼管を同軸に垂下するステップ。
（ハ）上方に位置する前記別の鉄筋内蔵コンクリート充填鋼管を下方に移動させ、両者の
対向端面を鋼管の周方向における所定の位置で合わせた後、下方に位置する鋼管と、端面
同士で接合するステップ。
（ニ）生コンを上・下いずれかの鉄筋内蔵コンクリート充填鋼管に流し込むステップ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は鉄筋内蔵コンクリート充填鋼管及びその接合方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　鋼管内に生コンを打設して成るコンクリート充填鋼管が周知である。コンクリート充填
鋼管では、耐力や耐火性等の向上のために、鋼管内中空において軸方向に鉄筋を挿入し、
鉄筋内蔵コンクリート充填鋼管として構造物に使用することが、例えば特許文献１に開示
があるように広く知られている。
【０００３】
　かかる鉄筋内蔵コンクリート充填鋼管を構造物に使用するにあたり、当該鋼管同士を連
結し柱として使用することがある。その際、連結された鉄筋内蔵コンクリート充填鋼管同
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士の間で応力の伝達を確実に行うために、鉄筋同士を接続する必要がある。
【０００４】
　鉄筋同士を接続する形式として、例えば、重ね継手、溶接継手そしてスリーブ継手等の
接続形式が知られている（日本建築学会「鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説」第１３
７～１４６頁参照）。
【０００５】
　しかしながら、当該継ぎ手は、鋼管を用いない鉄筋コンクリート柱には有効であっても
、鉄筋内蔵コンクリート充填鋼管には適用しがたい。なぜならば継ぎ手が鋼管で覆われる
ため外部から継ぎ手部分を見ることができず、かつ作業者の手が入り難いため、継手作業
がし難いからである。
【０００６】
　そこで、このような問題を解決すべく特許文献２では、鋼管内に筒状をなす鉄筋籠を配
置し、鋼管同士の接続の際に鉄筋籠同士をその端部で嵌合するようにした技術を開示する
。
【０００７】
　しかしこの場合、鉄筋を籠状に組み込まなければならず、却って手間が掛かる場合もあ
る。
【特許文献１】実開平２－２５６２２号公報
【特許文献２】特開平７－２５９１８６号公報
【非特許文献１】日本建築学会「鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説」（第１３７～１
４６頁）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明はかかる実情に鑑みて発明されたものであって、その解決しようとする課題は、
鉄筋内蔵コンクリート充填鋼管を連結するにあたり、その内部の鉄筋の継手形成が容易に
行え、かつ構造も簡単な鉄筋内蔵コンクリート充填鋼管及びその接合方法を提供すること
にある
【課題を解決するための手段】
【０００９】
（１）本発明の鉄筋内蔵コンクリート充填鋼管は、鋼管内の中空に軸方向に鉄筋を挿入し
、コンクリートが充填状態にされる鉄筋内蔵コンクリート充填鋼管であって、前記鋼管内
における少なくとも一方の開口付近には、当該開口を閉塞するようにリング板が固着され
、当該リング板は、その環状部に前記鉄筋を通す複数の通し孔が形成され、リング形状と
なるための中央孔は、前記コンクリート鋼管内に生コンを流し込むためのものであること
を特徴とする。
【００１０】
　ここで、リング板は、鋼管の横断面における内空部分と合致する大きさの外径を有する
リング形状をしている。また、リングの形状は円形に限らず、その外形は矩形その他閉じ
られた形状であればよい。
【００１１】
　鋼管内における少なくとも一方の開口付近にリング板が固着され、リング板には鉄筋の
通る複数の通し孔が形成されているから、鋼管同士を軸方向に連結するにあたり、この通
し孔を介して自己の鋼管の鉄筋を通すだけでなく相手方の鋼管の鉄筋をも通すようにする
ことで、リング板を介して自己と相手方の鉄筋同士が重ね継手の状態になる。
【００１２】
　なお、鋼管同士を連結すると、相手方の鋼管の鉄筋が、自己のリング板の空いている通
し孔に自動的に挿通されるように鋼管に対する鉄筋相互の位置を予め定めておけば、鋼管
同士を連結するだけで自己の鉄筋と相手方の鉄筋とを重ね継手の状態に簡単にすることが
できる。
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【００１３】
（２）前記複数の通し孔は、２つ一組の複数組とされ、前記２つ一組の孔のうちの一方の
孔は、鋼管に予め設けられる鉄筋が挿通される孔とされ、他方の孔は、鋼管同士を複数軸
方向に連結して鋼管柱にする際に、自己鋼管に対する相手方鋼管の鉄筋が挿通される孔で
あり、当該孔に対応して前記相手方鋼管の鉄筋は予め配置され、各鋼管の鉄筋は、鋼管よ
りも長寸とされ、かつ鋼管の前記一方の開口に対する他方の開口から突出された状態で鋼
管に取り付けられ、当該突出した部分が、相手方鋼管の前記他方の孔に挿入されるように
、鋼管及び鉄筋の長さ寸法並びに鋼管内における前記リング板の取り付け位置が設定され
ていると好適である。
【００１４】
　鋼管同士を連結すると、自己鋼管のリング板の通し孔のうち、前記一方の孔には自己鋼
管の鉄筋が挿通され、前記他方の孔には相手方鋼管の鉄筋が挿通されるので、自己鋼管の
鉄筋と相手方鋼管の鉄筋とは、鋼管同士を連結するだけで自ずと重ね継手の状態にするこ
とができる。
【００１５】
（３）前記一方の孔に挿通される自己鋼管の鉄筋は、当該鉄筋の前記リング板への挿通量
を定める挿通量設定具を有することを特徴とする。
　挿通量設定具によって、リング板を介しての自己鋼管の鉄筋と相手方鋼管の鉄筋との継
手部分における継ぎ手長さ（継ぎ手量）を簡単に調整することができる。
【００１６】
（４）また本発明は、既述した鉄筋内蔵コンクリート充填鋼管を複数軸方向に連結状態で
接合する鉄筋内蔵コンクリート充填鋼管の接合方法であって、次の（イ）～（ニ）のステ
ップからなる。
【００１７】
（イ）鉛直方向における相対的位置で下方に配置固定される鉄筋内蔵コンクリート充填鋼
管を鉛直方向に立てるステップ。
（ロ）下方に配置固定される鉄筋内蔵コンクリート充填鋼管の上方から別の鉄筋内蔵コン
クリート充填鋼管を同軸に垂下するステップ。
【００１８】
（ハ）上方に位置する前記別の鉄筋内蔵コンクリート充填鋼管を下方に移動させ、両者の
対向端面を鋼管の周方向における所定の位置で合わせた後、下方に位置する鋼管と、端面
同士で接合するステップ。
（ニ）生コンを上・下いずれかの鉄筋内蔵コンクリート充填鋼管に流し込むステップ。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、鉄筋内蔵コンクリート充填鋼管を接続するにあたり、その内部の鉄筋
の継手形成が容易に行える。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明の鉄筋内蔵コンクリート充填鋼管の実施の形態（以下、実施形態）を添付
した図面を参照して説明する。
【００２１】
　図１に示すように、鉄筋内蔵コンクリート充填鋼管は、鋼管内の中空に軸方向に延びる
複数の鉄筋を挿入し、その後、鋼管内に生コンが打設されることで強度が単なる鋼管より
も高められるようにした鋼管である。
【００２２】
　そして、図１では、鉛直方向における相対的位置で下方に配置固定される鉄筋内蔵コン
クリート充填鋼管（以下、下鋼管という）１Ｄと、その上方に位置する別の鉄筋内蔵コン
クリート充填鋼管（以下、上鋼管という）１Ｕとが、鉛直方向においてそれらの端面で合
わせられ、当該端面周りを溶接することで、両鋼管１Ｕ・１Ｄが接続されたものを開示す
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る。もちろん２本の鋼管に限らず、さらに多数の鋼管を軸方向に連結することも可能であ
る。
【００２３】
　各鋼管には上下両端で開口されている。そのうち、下方に位置する下方開口２ｄから幾
分内側によった箇所には、リング板３が当該下方開口２ｄを閉塞するように、鋼管の長手
方向に対して直交するように配置された状態で溶接されている。
【００２４】
　リング板３は、上鋼管１Ｕの内径とほぼ同じ大きさの外径を有する円形リング形状をし
ている。
【００２５】
　またリング板３の中央孔３０は、上・下鋼管１Ｕ・１Ｄを接続後、鋼管内に生コンを流
動させるために設けられている。またリング板３には、中央孔３０周りの部位である環状
部３１に、鉄筋を通す複数の通し孔３２が形成されている（図２，３参照）。
【００２６】
　前記複数の通し孔３２は、周方向に隣接した状態で２つ一組の組孔とされ、これら組孔
が環状部３１の周方向に複数形成されている。そして、組孔の一方の孔は、上鋼管１Ｕに
予め設けられる鉄筋５ｓが挿通される孔とされ、他方の孔は、上鋼管１Ｕと下鋼管１Ｄと
を連結して鋼管柱にする際に、下鋼管１Ｄの鉄筋５ａが挿通される孔である。
【００２７】
　これら２つ一組の孔のうち、上鋼管１Ｕの鉄筋５ｓが挿通される孔を自己孔と称し符号
３２ｓで示し、下鋼管１Ｄの鉄筋５ａが挿通される孔を相手孔と称し符号３２ａで示す。
【００２８】
　また、リング板３の自己孔３２ｓに予め挿通されている鉄筋５ｓを、この明細書では、
便宜上、自己鉄筋といい、相手孔３２ａに挿通される鉄筋５ａを相手鉄筋といい、自己鉄
筋を有する鋼管のことを自己鋼管といい、相手鉄筋５ａを有する鋼管のことを相手鋼管と
いう場合がある。すなわち、リング板３に鉄筋が予め備えられている鋼管を自己鋼管とい
い、自己鋼管のリング板３に連結によって鉄筋が後から挿通される側の鋼管を相手鋼管と
いうことにする。
【００２９】
　よって、相手鋼管が自己鋼管とも成り得るし、その逆に鋼管が自己鋼管とも成り得る。
　但し、説明の便宜上、この明細書ではリング板３を図示する上鋼管１Ｕのことを自己鋼
管といい、下鋼管１Ｄのことを相手鋼管として説明する。
【００３０】
　鉄筋５ｓ・５ａは、それらが予め設けられてる上鋼管１Ｕ及び下鋼管１Ｄよりも長寸と
され、リング板３が取り付けられている側の前記開口（一方の開口）とは反対側の開口（
他方の開口）から突出された状態で鋼管に取り付けられている。なお、紙面の都合で図面
では、上鋼管１Ｕの下方部と下鋼管１Ｄの上方部とを連結した部分のみ示してある。よっ
て、この実施形態では、下鋼管１Ｄの鉄筋５ａがその上方開口２ｕから突出された部分を
突出部として符号５１ａで示す。
【００３１】
　当該突出部５１ａが、下鋼管１Ｄにとっては相手方鋼管である上鋼管１Ｕの前記リング
板３の（他方の孔３２ａ）に挿入されるように、各鋼管及び各鉄筋の長さ寸法並びに各鋼
管内におけるリング板の取り付け位置が設定されている。
【００３２】
　また、下鋼管１Ｄと上鋼管１Ｕとを連結するにあたり、両鋼管の対向する端面を鋼管の
周方向における所定の位置で合わせると、リング板３の相手孔３２ａに下鋼管１Ｄの突出
部５１ａが丁度うまく挿通されるようにその目印６が各鋼管には設けられている（図４，
５参照）。
【００３３】
　リング板３の自己孔３２ｓに挿通される鉄筋５ｓは、その下方側先端部分に当該鉄筋５
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ｓのリング板３への挿通量を定める挿通量設定具としてナット７が用いられる。ナット７
は、鉄筋外表面に形成されている螺子節８（図１参照）と螺合することができるように、
所定のピッチでねじ切りがされている。なお、鋼管内でグラデーションのついている部分
はコンクリートである。
【００３４】
　次に鉄筋内蔵コンクリート充填鋼管を複数軸方向に連結状態で接合する鉄筋内蔵コンク
リート充填鋼管の接合方法について述べる。
（イ）鉛直方向における相対的位置で下方に位置する下鋼管１Ｄを図示しない土台の上に
配置し鉛直方向に立てたのち固定する（図４参照）。
（ロ）下鋼管１Ｄの上方から上鋼管１Ｕ（別の鉄筋内蔵コンクリート充填鋼管）を同軸に
なるように図示しないクレーン等で垂下する（図５参照）。
（ハ）上方に位置する上鋼管１Ｕを下方に移動させ、下方に位置する下鋼管１Ｄと、端面
同士で接合する（図５，６参照）
【００３５】
（ニ）両鋼管が端面で対向接触させるにあたり、鋼管をその周方向（図５の矢印Ａ参照）
に回転し、周方向における所定の位置を示す目印６同士を合わせる（図５，６参照）。
（ホ）接合面周りを溶接する（図７参照）。
【００３６】
（ヘ）生コンを上鋼管１Ｕの上端開口から流す（図８参照）。このとき上鋼管１Ｕの上端
開口から上鋼管１Ｕ内に流動される生コン９は、やがて下方開口２ｄ近傍のリング板３の
中央孔３０を経由して下鋼管１Ｄに至り、さらに下鋼管１Ｄを下方に流動して下鋼管１Ｄ
のリング板３にも至る。なお、上記のように上から生コンを落とし込む以外に、生コンを
下鋼管１Ｄの下方から圧入することで鋼管内に充填するようにしてもよい。
【００３７】
　このようにして鉄筋が内蔵された上・下鋼管１Ｕ・１Ｄ内を生コンで充填することで、
鉄筋内蔵コンクリート充填鋼管が複数連結された状態となり、その結果、鉄筋内蔵コンク
リート充填鋼管柱Ｉが形成される（図１参照）。
【００３８】
　次にこのようにして形成した鉄筋内蔵コンクリート充填鋼管柱Ｉの作用効果について述
べる。
　上鋼管１Ｕの下方開口２ｄの付近にリング板３が固着され、リング板３には、自己鉄筋
である鉄筋５ｓの挿通される自己孔３２ｓ以外に相手鉄筋である下鋼管１Ｄの鉄筋５ａの
挿通される相手孔３２ａが形成されているから、リング板を介して自己鉄筋５ｓと相手鉄
筋５ａ同士が重ね継手の状態になる。
【００３９】
　なお、上・下鋼管１Ｕ・１Ｄを連結するにあたり、下鋼管１Ｄの鉄筋５ａが、上鋼管１
Ｕのリング板３の空いている通し孔である相手孔３２ａに自動的に挿通されるように各鋼
管に対する鉄筋相互の位置が予め目印６同士をあわせることによって定まるので鋼管同士
を連結するだけで自己の鉄筋５ｓと相手方の鉄筋５ａとを重ね継手の状態に簡単にするこ
とができる。
【００４０】
　また、鉄筋の螺子節８と螺合するナット７の鉄筋上での位置調整により、リング板３を
介しての上鋼管１Ｕの鉄筋５ｓと下鋼管１Ｄの鉄筋５ａとの継手部分Ｃにおける継ぎ手長
さ（継ぎ手量）を簡単に調整することができる。
【００４１】
　そして、鉄筋内蔵コンクリート充填鋼管柱に鉛直（軸）方向に引っ張り力が作用した場
合の鉄筋内蔵コンクリート充填鋼管柱の強度について述べる。
【００４２】
　図１において要部を拡大して示した図からわかるように、鉄筋の螺子節８とリング板３
との間のコンクリートＣｎにコンクリートの圧縮力が発生するほぼ三角形をした圧縮域Ｃ
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ａが、自己鉄筋５ｓ及び相手鉄筋５ａのそれぞれにすべて形成される（図１において、圧
縮域Ｃａは、自己鉄筋５ｓにあっては上向き三角であり、相手鉄筋５ａにあっては下向き
三角の形状である。）。当該圧縮域Ｃａに発生する圧縮力により、鉄筋周囲のコンクリー
トの割り裂きひび割れの発生が抑制され、鉄筋のラインでコンクリートが剪断破壊（付着
破壊）する。この場合の付着応力は、通常圧縮強度の１／２程度の大きな値となることが
知られており、通常の鉄筋コンクリート柱の場合よりも付着強度がかなり大きい。
【００４３】
　通常の鉄筋コンクリート柱の場合、鉄筋強度、鉄筋径、コンクリート強度の組み合わせ
で異なるものの、概ね、継ぎ手長さとして鉄筋径の４０倍程度必要であるが、鉄筋内蔵コ
ンクリート充填鋼管柱Ｉでは継ぎ手長さを従来の半分以下とすることができる。
【００４４】
　このように鉄筋内蔵コンクリート充填鋼管柱Ｉでは、上鋼管１Ｕと下鋼管１Ｄとの接合
部における重ね継手に必要な鉄筋の長さが従来のものよりも大幅に短くて済むため、リン
グ板３を鋼管の開口近傍に設けることができる。よって、リング板３の取り付け作業が容
易になる。
【００４５】
　さらに、リング板３の通し孔３２は、当該孔を経由して直接的に応力の伝達があるもの
ではないから通し孔３２を鉄筋が通し易い大きさにすることができるので、それだけ作業
が容易になる。
【００４６】
　なお、本発明は上述の図示例にのみ限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しな
い範囲内において種種変更を加え得ることは勿論である。例えば鋼管の形状は、角形鋼管
でもよい。なおその場合リング板も矩形状となるのは勿論である。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本発明に係る鉄筋内蔵コンクリート充填鋼管の縦断面図であって、図２のＩ－Ｉ
線拡大断面図である。
【図２】コンクリートがまだ充填されていない場合の図１のII－II線拡大断面図である。
【図３】図１の透視斜視図である。
【図４】鉄筋内蔵コンクリート充填鋼管の接合手順を示す最初の図であって、下鋼管を配
置した状態を示す図である。
【図５】図４に連続する図であって、下鋼管に向けて上鋼管を近づけている状態を示す図
である。
【図６】図５に連続する図であって、下鋼管に上鋼管を連結した状態を示す図である。
【図７】図６に連続する図であって、下鋼管と上鋼管とを溶接した状態を示す図である。
【図８】図７に連続する図であって、上鋼管の上端開口からコンクリートを流し込んでい
る状態を示す図である。
【符号の説明】
【００４８】
  １Ｄ 下鋼管
  １Ｕ 上鋼管
  ２ｄ 鋼管の下方開口
　２ｕ 鋼管の上方開口
  ３ リング板
  ５ａ 鉄筋、相手鉄筋
  ５ｓ 鉄筋、自己鉄筋
  ６ 目印
  ７ ナット
  ８ 螺子節
  ９ 生コン
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 ３０ 中央孔
 ３１ 環状部
 ３２ 通し孔
 ３２ａ 相手孔
 ３２ｓ 自己孔
 ５１ａ 鉄筋のうち鋼管の上方開口から突出された部分
 Ｃ 継手部分
 Ｃａ 圧縮域
 Ｃｎ コンクリート
 Ｉ 鉄筋内蔵コンクリート充填鋼管柱

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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